
















Social Work Practice in the Community regarding  
Elder Abuse in Quebec － After the Health and  



























































　カナダの人口は 90 年代後半に 3000 万人に達し、2013 年には 3515 万人で、人口増加率 5.3%
で G8 の国のなかで最も高い。この背景には移民政策があり、2006 年から 2011 年の間に約




ダは 2002 年の 1.5 から 1.7 に伸びている。社会の高齢化は日本ほど深刻ではない（表１）もの
の政策課題の 1つとなっている。
表１　　カナダと日本の高齢化率の推移
1981 1988 1991 2006 2011 2031( 推計 )
カ  ナ  ダ 9.7％ 11.1％ 11.6％ 13.9 14.4 22.7％
日　　本 9.1　 11.2　 12.1(‘90) 20.2(‘05) 23.3 31.8(‘30)






した。その後 2002 年のロマノウ報告７）に沿って、2003 年に医療保障改革が行われ、州に移転
する財源はカナダ保健財政移転（Canada Health Transfer：CHT）とカナダ福祉財政移転（Canada 
Social Transfer : CST）の2つに分離した。このことを連邦政府は使途を分離することで「透明性」













　ケベック州は 1960 年代の静かな革命 (Quiet Revolution) を背景に教育制度や保健福祉サービ
ス等の改革を行い、これらを基礎に現在に至っている。カナダは各州が法律を作り教育、保健
福祉サービス等を実施でき、ケベック州は一際独自性の強い仕組みがある。





　CLSC については、他でも触れている12）が、簡単に説明する。CLSC は人口 3-10 万人に１ヶ

























を 18 に分け、CSSS は州全体で 96 ヶ所ある15）。モントリオール圏域は LHSSN 法導入前に保




CSSS に合併されても、その使命・業務は 40 年以上経過した今も継続している。
　CSSS 創設に伴い州の保健福祉省 (the Ministère de la Santé et des Services Sociaux) は CSSS に







画を策定した上で、地域（Local）の住民にサービスを提供する CSSS に分配される。CSSS 自
らも計画策定、集中的に取り組む組むべき課題等を設定して事業を実施する。その際に、財源
































Population programs Public health
Service programs General (clinical and assistance) and front-line medical services
Programs designed to address
specific problems
●    Loss of autonomy due to aging
●    Physical impairment
●    Intellectual impairment and pervasive developmental disorders
●    Troubled youth
●    Addiction
●    Mental health
●    Physical health
Support programs ●    Administration and support for sevices




























　CSSS キャベンディッシュの管轄人口は 119,800 人で移民が 40%を占め、全人口の 10.1% は
2001 年から 2006 年に移民した人である。高齢化率は 18.3% とケベック州、保健福祉圏域のモ
ントリオール全体（15.5%）と比較して高い。公用語をフランス語としているケベック州にお
いてこの地域はアングロサクソン系の住民が多く、住民の 66.9％が英語を話す。
　CSSS キャベンディシュは、２つの CLSC （CLSC René-Cassin と旧 CLSC NDG/ Ouest、現在
は CLSC Benny Farm と名称変更）、病院、デイセンターをそれぞれ 2か所と高齢者施設 4ヶ所
を合併し、職員は約 1200 人、うちケースマネジャーが約 80 人19）である。
　現在 CSSS キャベンディシュ は 2006 年－ 2010 年の計画の実績を踏まえて 2011 年－ 2015
年の計画を実施中で、その目標に住民のQOLの向上、サービスのアクセス・継続性・質・安
全性の向上、公私のパートナーシップの拡大とネットワーク形成のリーダーシップを挙げてい
























　CLSC で虐待を意識した実践を開始したのは 1990 年代の初期であり21）、実践を通して見え



















　２つの CLSC とも 1990 年代から高齢化に伴う課題としての高齢者虐待に取り組んできた。





























クティビティに工夫をしている。年間 225 グループ、2355 人の参加実績がある。　
　②　社会的孤立予防・社会参加の促進のためのプログラム（In-home Stimulation）
　家庭訪問又は集合住宅に出向くアウトリーチの活動である。社会的孤立予防や社会参加を促






　介護者支援を目的に 8-10 セッションを 1クールとするソーシャルワーカー等によるカウン














　⑥　 Caregiver’s Heart Line からカナダ全土対象の Care － ring　Voice へ
　介護者支援センター創設時に Caregiver’s Heart Line という介護者向けの電話相談を開設し
た。これがその後民間の補助金の活用やアルツハイマー協会、パーキンソン協会、企業等組織
とのネットワークを構築して、カナダ全土で使える Care － ring Voice の開設となった。カナ
ダ国内で登録すると、フリーダイヤルの電話又はコンピュターにより介護関連の講座・相談に
6-100 人グループで参加することができ、その講座は医師やソーシャルワーカー等専門職が担
当している。現在、このネットワークには 50 の組織が参加し、事務局は CSSS キャベンディ
シュにあり、2人のスタッフを配置して、広告費で運営している。年間約 400 人の参加実績が
ある31）。
　⑦　 全カナダ介護者連盟（Canadian Caregiver Coalition）
　CLSC René-Cassin のこのセンターがカナダ全土に呼び掛け 2002 年に創設した。介護者を当
事者とみて、介護状況の改善に向けて州及び連邦政府のロビー活動等ソーシャルアクションも
行う。














　③　高齢者虐待対応の電話相談：Elder Abuse Help Line
　2010 年―2015 年の Action Plan to Counter Elder Abuse に基づき、州政府から 500,000 カナダ



















































　SAVA は NDGCCEA のプログラムの 1 つで 2007 年に開始し、2009 年から 2014 年までの 5
年間は州政府の補助金を獲得して活動をしている。内容は、2011 年にオープンした虐待被害
者のためのシェルターとシェルター入居中の日常生活支援を一体的に提供している。シェル















　CSSS が担当することになったら CSSS のプロトコルに従い、虐待対応に責任をもつケース
マネジャーが PSI を前提に詳細な評価を行う。評価結果等を基に PSI の検討のための CSSS に







































































１）日本高齢者虐待防止学会研究調査委員会・朝日新聞大阪本社共同調査事業（平成 25 年 9
月報告書）『養護者の高齢者虐待に至る背景要因と専門職支援の実態・課題－平成 24 年度
都市型市区自治体活動と専門職の取組み事例調査より』http://www.japea.jp/
２）「介護の悲劇を防ぐには」2006 年 7 月 21 日朝日新聞朝刊、「後を絶たぬ「老老介護」殺人」
2009 年 8 月 28 日朝日新聞朝刊、「介護サービス受けず」2009 年 9 月 29 日朝日新聞岡山県






28 号、101-123 頁 . 高橋流里子（1995）「ケベック州の住民主体のホームケアサービス」『海






















14）2006 年 3 月 22 日の元 CLSC Director の Louis-Paul Thauvell 氏からヒアリング






19）http://www.cssscavendish.qc.ca/en/about-us 及び 2013 年 2 月 28 日に CSSS Cavendish ホーム
ケアサービス責任者Moira MacDonald 氏からのヒアリング
20）16）と同じ
21）プロジェクトケアの主任研究者Daphne Nahmiash から 2013 年 2 月にヒアリング











26）2013 年 2 月 28 日 CSSS Cavendish ホームケアサービス責任者Moira MacDonald 氏、介護者

























35）2013 年 2 月 28 日の介護者支援センターの責任者 Lucy Barylak 氏も介護者支援が目指すの
は Social Change であることを強調していた。
36）高橋流里子（2002）「保健 ･福祉 ･医療行政と区民活動」『第二次「世田谷区政白書」中間







2013, http://www2.publicationduquebec.gouv.qc.ca/dynamicSearch/tlechange.php より 3013 年 11
月 13 日取得
